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抱卵アカザエビにみられた白色卵

岡 本 一 利'1

Short paper

Occurrenceofwhiteeggsattachedtothepleopods
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Abstract

ThecoloroftheeggsattachedtothepleopodsintheJapaneselobsterMetanephropsjaponicus,whichwere

caughtinthewildandrearedinthelaboratory,wereinvestigated.Thedevelopmentalstagesoftheeggsofthe

lobstersthatwererearedandcaughtwereindicatedbythepresenceofeyeplgmentationanditsabsence,re-

spectively.Twokindsofeggs-blue(normaltype)andwhiteincolor-wereobservedineachstage.Thesizeof

thewhiteeggswassimilartothatoftheblueeggs.Theblue-eggfemalesandthewhite-eggoneshatchedthe

larvae.Lobsterswithwhiteeggsaccountedfor7.1-12.5%(9.2%inaverage)ofthetotalnumberofovigerousfe一

malescaughtinthewild.Thewhiteeggpresentedinthisstudywasthefirstrecordofthisspecies.Itwas

foundthatwhiteeggwasusualandtheeggstagesofthisspeciesbasedonthecoloroftheeggswasnotideal.

は じ め に

アカザエビMetanephropsjaponicusは,銚子から南日

向灘の水深200-400mの砂泥底に生息する深海性のエビ

である1)｡駿河湾などの静岡県沿岸では重要な水産資源と

なっており,その増養殖技術開発が検討されている2,3)｡筆

者は本種の増養殖技術開発研究の一環として抱卵エビを扱

うなかで2),白色の卵を保有するエビをしばしば観察した｡

白色卵に関する報告は過去にはなく,今回白色卵に関して

調査した結果若干の知見を得たので以下に報告する｡

報告に先立ち,アカザエビの入手にご協力頂いた焼津

漁業協同組合所属船寿々丸 (船長 :橘政道氏)ならびに同

漁協職員の方々に厚く御礼申し上げる｡

材料及び方法

調査材料は静岡県焼津市沖合の駿河湾水深約300mにお

いて焼津漁業協同組合所属船のエビ篭により漁獲された抱

卵アカザエビを用いた｡2006年3月7日,9日,16日に,

漁獲された抱卵アカザエビ計47個体の甲長を測定すると

ともに,卵色を確認して白色卵を保有する個体の割合を算

出した｡さらに3月時点の未熟なステージの卵を観察する

ため,青色卵および白色卵を保有する各々3個体,計6個

体の抱卵個体からピンセットで10粒ずつ卵を採取した｡

その後この6個体を静岡県水産試験場駿河湾深層水水産利

用施設 (焼漢市)の1.5トン容飼育水槽に収容し個別に飼

育した｡飼育水には水深397mから取水した深層水を使用
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し,水槽に約 10回転/日程度の換水率となるように注入

した｡水温は約 15℃に調節 し,水槽内を緩やかに通気 し

た｡

上記とは別に,5月時点の成熟の進んだステージの卵

を観察するため,2004年3月5日に漁接された抱卵アカ

サエビ7個体を上記と同様の方法で飼育し,2004年 5月

10日に白色卵を保有する1個体および5月25日に青色卵

を保有する1個体の計2個体の抱卵個体からピンセットで

10粒ずつ卵を採取 した｡卯採取後もこれら2個体の飼育

を継続した｡

採取した各々の卵は万能投影機で10倍に拡大し,その

長径および短径をノギスで測定するとともに,卯の発育段

階を岡本2)に従って分類した｡2006年3月の漁獲物中およ

び2004年5月の飼育中に観察された白色卵および青色卵

の抱卵状況の写真およびそれらから採取した卵の顕微鏡写

真を撮影した｡

さらに,飼育を継続 した8個体 (2006年の6個体と

2004年の2個体,すなわち白色卵保有4個体と青色卵保

有4個体)について,生残状況と幼生ふ化状況について観

察した｡

結果及 び考察

2006年3月の漁獲物中に観察された白色卵および青色

卵を保有するアカザェビを第 1図Aに,それらから採取

した卵を第 1図Bに,また,2004年5月の飼育中に観察

された白色卵および青色卵を保有するアカザェビとそれか

ら採取した卵を各々第2図AおよびBに示した｡

2006年3月7日,9日,16日に漁獲された抱卵アカザ

エビの個体数は,各々25個体,14個体,8個体で,それ

らの甲長は53.2-74.2(平均±S.D.61.2±5.3)mmであった｡

そのうち白色卵を保有する個体数(割合)は各々2個体(8.0

%),1個体(7.1%),1個体(12.5%)であり,それら割合

の平均±S,D,は9.2±2.9%であった｡以上のことより,抱

卵個体の約1割が白色卵を保有していることが判明した｡

次に,採取した卵の色,発育段階,サイズと幼生のふ化

状況について,第 1表に示した02006年 3月の漁獲物か

ら採取した卵の発育段階は白色卵および青色卵ともにすべ

てステージⅡ(未発眼卵)であり,平均長径は2.07-2.14

mm,平均短径は1.97-2.01mmであった｡分散分析により

白色卵と青色卵の間には,長径および短径ともに有意な差

は認められなかった(p>0.05)｡2004年 5月の飼育中に採

卵した卵の発育段階は白色卵および青色卵ともにすべてス

テージⅣ(発眼卵)であり,平均長径は2.35mm,平均短径

は2.ll-2.12mmであった｡t検定により白色卵と青色卵の

Fig.1 0VlgerOuSlobsterscaughtusinglobsterpots,and
thel】･eggs(Mal【.7-16,2006).
A:Ovlger･OuSlobstel･withblueeggs(left)andthatwith
whiteeggs(1･ight).
B:Ablue(left)andwhiteegg(right)lnthedevelopmental
stagLeWhereeyepigmentationwasabsent.

第1図 エビ篭により漁獲された抱卵アカザエヒとそれらの卵

Flg.2 0VlgerOuSlobstersrearedIllthelaboratory,and
theireggs(May10-25.2004),
A Ovlgel･OuSlobsterwlthblueeggs(left)andthatwlth
whiteeggs(rlgh甘
B:Ablue(left)andwhlteegg(rlght)lnthedevelopmental
stagewhereeyeplgmentatlOnWasPresent.

第2図 飼育された抱卵アカザエビとそれらの卵



アカザエビの白色卵

第 1表 アカザェどの卵の色､発育段階､サイズと幼生のふ化状況
Table1Color,stageandsizeoftheeggsandlarvalhatching
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aPqautl:i?if.∩ ｡bDsaetrevaot;｡n Eggcolor TnudTvbiedlLaolfs Eggstage･LAv:reanggethe･5gdiame諾:d't;,T'◆2 hatcDh霊egolirvae
Mar.7-16,2006 Mar,7-16,2006 White 3 II 2.10±0.06 1.97±0.04 Jul.27,2006

(justaftercatch) m 2.ll±0.06 1.97±0.05 (Eggswerelostbeforehatchlng)
Ⅱ 2.10±0.06 1.97±0.06 (Diedbeforehatching)

Blue(normaltype) 3 Ⅱ 2.14±0.07 1.97±0.05 Jul.28,2006
Ⅱ 2.07±0.05 2.00±0.04 (Dュedbeforehatchlng)
Ⅲ 2.13±0.04 2.01±0.06 (Eggswerelostbeforehatchlmg)

Mar..5.2004 May10-25,2004 Whlte l IV 235±0.08 2.ll±0.06 Jun29,2004
(inrearing) Blue(normaltype) 1 Ⅳ 2.35±0.05 2.12±0.04 Jun28,2004

*1:SeeOkamoto(2005);Ⅱcleavagehastakenplace,Ⅳeyepigmentofembryovisible.
*2･Mean±S.D.
斗3:Nosignificcantlydlfferent(p>0.05,WhlteVSBlue,ANOVAlnStage

間には,長径および短径ともに有意な差は認められなかっ

た(p>0.05)｡以上の結果,漁獲物中に観察された未熟なス

テージ(未発眼)の白色卵と青色卵のサイズと発育段階およ

び飼育中に観察された成熟の進んだステージ(発眼)の白色

卵と青色卵のサイズと発育段階は,各々類似していること

が判明した｡

飼育を継続した結果,白色卵を保有した個体では,2006

年の3個体中 1個体と2004年の1個体中 1個体で幼生の

ふ化が認められた｡また,青色卵を保有した個体でも同様

に,2006年の3個体中1個体と2004年の1個体中 1個体

で幼生のふ化が認められた｡以上の結果,卵の色が異なっ

ても,ふ化状況にも差はないことが明らかとなった｡

白色卵が出現する原因として,遺伝的なものや,餌料等

の環境的なものが考えられるものの,そのしくみについて

は今後の課題である｡さらに,末発眼卵および発眼卵とも

に白色卵が観察されたことや,白色卵と青色卵のいずれに

おいても幼生のふ化が認められたことは,卵色が白色であっ

ても正常に卵の発育が進行することを示していると考えら

れた｡アカザエビの白色卵については今回が初の報告であ

り,今回の結果より白色卵は異常卵ではないことが示唆さ

れた｡

本種の繁殖生態調査や増養殖技術開発において,卵の発

育段階を知ることは極めて重要である｡卵の発育段階の区

分は,色調によるもの4･5)と,卵黄や腔の発育状況による

もの2)が報告されている｡このうち色調によるものでは,

初期段階では濃い青色をしているものが,発育が進むにつ

れ青色が薄くなるとされている4･5)｡この青色が薄くなっ

た卵と,今回報告した白色卵が混同される可能性がある｡

よって,卵色で発育段階を判断する場合には注意を要する

と考えられた｡さらには,駿河湾において白色卵を保有す

る抱卵アカザエビが約 1割出現したことは,駿河湾に限っ

た事象であるのか,あるいは一般的な事象であるのかを確

認するため,他の海域を含めた調査が必要である｡

刀,t-testlnStageⅣ)

要 約

漁獲および飼育された抱卵アカザエビに見られた白色卵

に関して次の結果を得た｡

1)漁獲物から採取した卵は未発眼段階,飼育個体から採

取 した卵は発眼段階であり,両発育段階において青色

(通常タイプ)と白色の2種類が観察された｡なお,本種

に白色卵が存在することは初報告である｡

2)上記の両発育段階の青色卵と白色卵で卵径を比較した

結果有意差は認められなかった｡さらには,白色卵を保

有した個体および青色卵を保有した個体の両方から同様

に幼生のふ化が認められた｡

3)漁獲された抱卵個体のうち,白色卵を抱える個体の割

合は平均9.2%であった｡
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